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１ 　はじめに

　首都圏中央連絡自動車道（以下「圏
央道」という。）は、東京都心から半
径約40～60㎞の位置に計画される、延
長約300㎞の高規格幹線道路である。
地域の拠点となる業務核都市を連絡

し、首都圏の広域的な幹線道路網を形
成する環状道路である。
　圏央道の整備は、平成13年８月、政
府の「都市再生プロジェクト（第二
次）」にも位置づけられ、平成17年か
らは開通目標時期を公表して、徹底し
た事業進捗管理の下、整備が進められ

ている。
　この度、平成19年６月23日に八王子
JCTからあきる野 IC間（延長9.6㎞）
が開通し、東京西側で初めて関越自動
車道（以下、「関越道」）と中央自動車
道（同、「中央道」）の高速道路間が連
絡された。
　また、開通後、本年８月１日からは
ETCシステムを搭載している車両を
対象に、料金割引の社会実験を開始し
ているところである。
　本稿は、６月の開通から約４ヶ月が
経過した圏央道（八王子 JCT ～あき
る野 IC）の開通効果を主とし、さら
に、料金割引の社会実験の途中経過を
とりまとめたものである。

２ 　開通による効果

　圏央道（八王子 JCT ～あきる野
IC）が開通して、約４ヶ月後の効果
　を、下記の観点から分析した。
　⑴環状道路としての機能、
　⑵渋滞緩和、
　⑶地域や産業の活性化

２－１　環状道路としての機能発揮

　以下に、圏央道の環状道路としての
機能に着目し、①圏央道利用交通の変
化、および②中央道と関越道の連続利
用台数を分析して、その効果発現状況
を把握した。
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図１　位置図
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（１）圏央道利用交通の増加

　図２は、平成８年以降の、圏央道の
断面交通量の推移を示したものであ
る。圏央道の交通量はこれまで、関越
道からの順次開通に伴い年平均７％で
増加してきた。
　今回の八王子 JCT～あきる野 ICの
開通では、中央道と関越道が接続され
たことにより、交通量の伸びは約50％
と大幅に増加している。
（２）中央道と関越道の連続利用台数

　図３は、八王子 JCT～八王子西 IC
間の断面を通過する交通の特性につい
て分析したものである。圏央道（八王
子 JCT～八王子西 IC間）の利用交通
約26,400台／日のうち約５割が中央道
～関越道間を連続利用している。
　さらに、開通前後での中央道～関越

図２�　圏央道（青梅 IC～入間 IC）の断面交通量

図３　中央道～関越道の交通流動の変化



32

レ ポ ー ト

道間の交通を詳細に分析すると、次の
点が明らかとなった（図４）。
　・�中央道の各 ICから一般道経由で

圏央道へ乗り継ぎ、関越道まで連
続利用していた交通が3,300台／
日から1,300台／日と約６割減少

　・�中央道と関越道を乗り継ぐ交通は
圏央道により連続利用が可能とな
り、3,300台／日から15,300台へ
と、約５倍に増加

　これらから圏央道の「環状道路とし
ての機能」が発揮され、圏央道を利用
した関越道エリアと中央道エリアの往
来が活発化した様子が伺える。
　このように、圏央道（八王子 JCT
～あきる野 IC間）の開通により、首
都圏の広域的な環状道路としての機能
が発揮され始めている。

２�－２　圏央道に並行する一般道の渋
滞緩和

　次に、圏央道に並行する一般道路の
混雑緩和効果を分析した。
　図５は、開通区間周辺の、圏央道に
並行する一般道路の交通量・渋滞長の
変化を示したものである。同図に示す
とおり、大型車の交通量が国道16号の
昭島市小荷田と国道411号の八王子市
丹木町三丁目の交差点で、それぞれ約
1,100台／日減少した。各交差点の渋
滞長は、小荷田交差点（国道16号）で
1,430ｍから430ｍへと概ね１／３まで
短縮し、また、丹木町三丁目交差点
（国道411号）で190ｍから10ｍへと概
ね解消された。

図４�　中央道～関越道の連続利用交通の変化

図５�　並行路線（国道16号・国道411号）の渋滞緩和

開通前後の交通状況（昭島市小荷田交差点）
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２－３　地域や産業の活性化

　２－１から２－２に示した直接効果
（交通状況の変化・渋滞緩和効果）に
加え、圏央道の整備には、地域の活性
化（間接効果）に対する期待も多く寄
せられている。
　平成14年に圏央道が開通した日の出
町では、企業進出等により約2,000人
の雇用が増加した。このうち約1,800
人は日の出町以外に在住しており、周
辺市町村にも効果が波及している様子
が伺える。さらに、大型ショッピング
センターの建設が進行しており、今後
も約2,500人の雇用が創出される見込
みであり、これらの企業立地・雇用創
出等により、日の出町では、固定資産
税収が平成２年から平成16年までに５
億円から10億円に倍増している。（図
６）

図６�　圏央道開通区間周辺の企業進出・雇用創出

図７　圏央道 ICの周辺開発

　その他にも、各 IC周辺には続々と
開発計画が進んでいく予定である。
（図７）
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３ 　料金割引の社会実験

　圏央道料金社会実験は、高速道路
ネットワークの更なる有効活用を図
り、圏央道の環状道路機能を一層、発
揮するためにETCシステムを搭載し
ている車両を対象に実施しているもの
である。料金割引は以下のとおりであ
る。
　①圏央道全線利用割引：30％割引
　②�中央道・圏央道連続利用割引：全

車種300円割引
　８月の実験開始以降、現在も継続中
であるが、途中経過として交通の現況
把握を行った。
（１）圏央道全線割引

　図８は、実験前後の圏央道全線利用
交通量の変化を示したものである。同

図８　圏央道全線利用交通量の変化

注）料金割引の対象外であるＡゾーン⇔Ｃゾーンの交通量を除く

図９�　中央道・圏央道連続利用交通量の変化 図に示すとおり、全線（八王子 JCT
～鶴ヶ島 JCT）利用交通量は、実験
前に比べ、約２％増加していることが
わかった。
（２�）中央道（高井戸方面）・圏央道

連続利用割引

　図９は、実験前後での中央道（高井
戸方面）と圏央道の連続利用交通量を
示したものである。同図に示すとお
り、実験前に比べ約11％増加する等、
中央道⇔圏央道間の利用交通の増加が
見られた。

４ 　おわりに

　これまで示したとおり、圏央道（八
王子 JCT ～あきる野 IC間）が開通
し、放射方向の高速道路が連結された
ことにより、圏央道は、環状道路とし
ての機能が発揮され始めていることが
明らかとなった。また、圏央道に並行
する一般道路の渋滞緩和効果の発現が
確認された。開通の効果は、こうした
交通円滑化のみならず、産業活性化、
地域活性化に対しても着実に現れてい
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る。
　一方、本年８月１日より開始された
「料金割引社会実験」によって、「“使
いやすい”高速ネットワーク」の実現

が、整備効果を更に高める上で重要で
あることが途中経過として確認されて
いる。
　引き続き、圏央道及び周辺道路の交

通状況を観測し、開通後及び料金社会
実験の効果などについて把握していき
たい。
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